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序 文

粕Ⅱ|村におきましては54年より６ヵ年の計画で農村の近代化を計るべく全村を対象に県営圃場

整備が実施されておりますがそれに伴って、埋蔵文化財の発掘調査を行なっております。特に54,

55年の２ヵ年に至って稲荷111（深津)、安通・洞(室沢)遺跡の調査を実施し目下整理の段階に入

っております。なにせ専門の調査員１人という現状の中での調査と圃場整備事業との関係等もあ

')思うにまかせない而もありましたが関係者各位の御協力と御理解によ')現場における発掘作業

は一応終了しました。しかし、詳細な整理や報告書の作成作業には至っておりませんので概報で
御容赦願う次第です。

御指導・御助言を賜わった関･係各位に深甚なる謝意を表し序文といたします。

昭和５６年３月

粕川村教育委員会

教育長金 丼 久 雄
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例 l＝Ｉ 

１．本書は昭和54年度県営粕)||地区土地改良事業に係る緊急発掘調査の概報である。

２．発掘調査は土地改良事業によって直接破壊を受ける部分について、粕)||村教育委員会が県農

政部の委託を受け、昭和54年度文化財保護|玉|庫補助金、県費補助を受けて実施したものであ

る。

３．発掘調査は1979年９月２５[{よ|)、1980年ｌ）116日まで行ない、整理は１月１６[|から３１１３１日

まで行なった。

４．発棚調査は粕)||村教育委貝会社会教育係文化１Ｍl当の小島純一が担当し、発掘写真及び本書

の写真、執筆、編集も小島が行なった。

５．遺物の実i'''１は鈴木幸子、杉'１１秀宏、小島が}11当し、製lXlは笠原嘉子、小島が行なった。又、

本書の土器拓本は小沢富江による。

６．本報告の遺跡の１１１%称は深i二'1稲荷'11世跡がＫ２、室沢安通、洞遺跡がＡ３である．

７．本遺跡の資料は>Wllll村教育委員会の管〕Ｗ)~｢に保符されている。

８．遺物整１１１１及び報告書作成協力者

石Ⅱ｜紀恋、小沢富江、笠原嘉子、

Ⅲ;&洋子、長井文明、長瀬トモ、

茂木邦子、茂木雅子、茂木芳子、

小'１１光子、後閑喜久江、杉'１１秀宏、鈴木幸子、

長ill1i久子、「'１鴫あぐり、「'１島丘丁、中野ひろ子、

渡辺賀津子。

９．発掘及び遺物繁､11において次の諸氏からiMl指導御助言をいただいた。心よ')感謝いたします。

新井房夫、祈坂茂、｜ﾘﾄ藤晋ﾈ(i、上111Ｈ１量之助、柏崎敦子、坂爪久純、斉藤良太郎、

設楽博己、高橋哲、能登雌、藤巻幸男、古郡Ｊ[志、前原蝋、増川イ'参、

粕''|村土地改良区、粕)'|村節’工区、第13工区土地改良役貝一同。
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例凡

１．各遺構の縮尺は刑が基本であるが－部には妬のものもあるため、それぞれの図にスケールを

添付した。

２．遺物の実測図は次の通りである。

Ｋ２全体図妬。

土器光

拓本光

石器兄

Ａ３土器％

拓本％

３．土器拓本において使用したスクリーントーンは繊維土器をあらわす。

４．Ｋ２のセクション図におけるスクリーントーンは浅間Ｂ軽石を示したものであり、Ａ３のセ

クション図におけるスクリーントーンは礫を示したものである。

５．Ａ３１号石組み遺構のスクリーントーンは石器及び炭化物の分布範囲を示したものである。

６．Ａ３１号敷石住居跡におけるセピアのラインは住居趾の掘り方を示したものである。

７．水糸レベルは原則として各遺榊毎に統一した。

Ⅲ 
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Ｉ発掘調査の経過

１発掘調査に至るまで

本地域は群馬県の來部、勢多郡の''1火に位

置し赤城lll南麓の初|野の一角を,上iめている。

'ＥＩＩ央を赤城lll小沼を水源とする粕lllが南北に

流れ、北を標高1480ｍの赤城'11,1,沼まで、南

は標高１５０ｍ付近で前橋市、赤堀村、束を新

里村、西を大ili1l町と境を接する南北にﾎﾟ|||長い

地域である。（第１図）

この地域は赤城山南麓に見られる養蚕を主

とした典型的な畑作１１:1心の農業地帯であり、

昭fⅡ53年度よ')農地の基盤盤Iilliの上に、近代

的農業機械を導入して、経営の合理化と生産

性の埆大を図るため県営圃場終Iilli事業が行な

われることとなった。整備而積は全耕地而械

の84％にあたる７９０}]aであり、これはほぼ全第１図粕111村の位置

村にわたって行なわれる膨大なものである。

（第２図）（Ⅲ）

本地域は、考古学的には昭和23年に月Ⅱ1鏡手塚等の発掘が群馬大学、尾崎喜左雄教授の手で行

なわれ、又、昭和40年から41年にかけては、｜可じく、尾崎教授の手によって11二'之沢湯之口の宇通

廃寺の発掘調杏が行なわれるなどかなり文化財に対しては関心の深い進歩的な地域として知られ

ており、地理的にも、赤城南掩ということで遺跡の密集地帯として広く周知きれていた。しかし、

昭和53年度からの圃場婆I111i事業の開始にあたっては、ほとんど文化財~特に｣し1M蔵文化財一につい

ては顧みられず、表採、マッピングすらも十分でない地域にさえも匝１場整備事業が進行するとい

う事態となった。

このような状況の｢'１で、県内でも芳名な川[|古墳群が圃場軽ｲili事業該当地域に入るにおよび､県

からの指導のもとに、昭和54年度より文化財]Wji門llilli員の確保などの文化財保謹行政への前向きの

姿勢を再び示しはじめたのである。

今回報告の昭和54年度も当初、埋蔵文化財の該当地域なしということですでに圃場整備事業へ

のCbサインが出てはいたが、綿密なマッピングの結来、第13工区（深津地区）内に１ヶ所、第１

１ 



工区（室沢地区）内に２ヶ所、計３ヶ所の埋蔵文化財包蔵地が確認され、急速、これらの処置に

ついて粕川村土地改良区、群馬用水土地改良事業所および、粕)11村教育委員会の３者で話し合い

が行なわれた。

話し合いは、９月５

日、１２日、１７日の３回

行なわれ、－時は、工

事側から「発掘に際し

それだけの時間と予算

が必要であるのなら、

今年度の粕川地区の圃

場整備については施行

は無理であり、そのよ

うになった時に村で起

こると思われるさまざ

まな問題については一

切、責任がもてない｡」

というような発言まで

なされたが、県教育委

員会の調停と、年度途

中であるにもかかわら

ず国庫補助金等の措置

を講じていただいたこ

となどによって当教育

委員会と工事側両者と

が歩み寄り１０月１２日

付で群馬用水土地改

良事務所より粕川村教

育委員会に対し、発掘

調査の委託がなされ、
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第２図粕川村の遺跡と圃場整備

委託契約が締結された〔

これにより発掘区域は第13工区稲荷山地域、第１工区安通、洞地域および茂呂木地域の大巾」

糧カットのある部分とされた。
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以上のような経緯のもとに、９)]２５Ｈよ')発11111洲在が開始されることとなった。

注

１．この図は粕lll付lﾉﾘのおもな遺跡と二'二地改良により新たにできる道水路との関係を示したものである。この他工

事によって大きく切')艦')のある場iﾘ｢がでてくるのである。いかに数多くの逝跡かこの工事によって破壊される

かがわかるとＡｕう。

鍵

ilillIiIl11ll1l1l1llllllllllim11iillll1lliilliilil1iiIil 
図版１空からの粕川村

３ 



２発掘調査の経過

発掘調在は大｢|]に士粘iの移動があり、なおかつ対象範|Ⅱ|の広い深津、稲荷'１１遺跡(Ｋ２）よ')着

手し、室汎安通、１１両|遺跡(Ａ３）および粕)''８号塙推定所在地についてはＫ２の発掘終了後、｜可

時に着手することとした。期'''１は昭和54年９)]25日よl)'1肝1155年ｌ１Ｅ１ｌ６Ｈまでの９６日間、実質８５

日間を要した。

発掘調杏は当初、２ヶ月''１１で終了する予定であったが、ヌ、l象iiii枝のＬｉ大きとＡ３における大最

の土器の111ニヒによって、111]121=|の段階で、三川１m改良''1'|と教育委員会の介意のもとに期間のilL長

がなされた。これに際し、地元地権者および二|:地改良関係者の方々には大変なI1l1解と協力をI！》っ

たことは記して感謝したい。

発掘調杏の方法はグリット法を採用した。４×４ｍのグリットを基本として南北方向をアルフ

ァベット、ＺＭｉ方向を数字で表わすこととした。

まず、稲荷'１１遺跡においては、９月251]から調査に入ったが、対‐象而積が広いこと、,全面が桑

園であるという状況から、大型機械を導入して、桑の抜根を行ない、その後、爪を隠したバック

フォーによる試掘溝を設定するという方法をとった。これによ')、遺物、あるいは落ち込み等を

確認した場合には、速やかにそこを拡張することとした。ｌｉＷｉ認できた遺幟については出土する遺

物の出二ｔ状態を把握することに主眼を置いた。調在は１１１１２１」まで行なわれた。

安通、iliil遺跡では繩文後、’１）(１期の遺跡に特有な包含層的な性格を持っていたため、遺物の乎而

的な出土状態は当然のこととして、さらにli6il位的な出土状態にも注意を払った。調査地点は３地

点に分れ、南より第１、第２、第３地点とした。調査は11)１５日から昭和55年ｌ）116日までの厳

冬の''１行なわれ、たえず東')つく土に悩まされながら作業を進めた。

粕Ⅱ'８号墹所在推定地については、あくまでも所在推定地であ'〕、現在では全く古墳の形は壊

されているものであることから古墳の周瀧のWii認および､なんらかの遺物の発見をみることによっ

て粕1118号墳の所在を明らかにしようとしたものであった。しかし調査の結果は意に反して、な

んらの遣柵、施設も確認できなかった。昭和１０年の｣二毛古噛綜覧によれば、現在、発掘地点のす

ぐ束を南北に走る村道１号線の肱''１iTi工事の際に直刀等が発見されたとのことであり、多分この工

事によって、古墳は7W減したか、あるいは、jlli脇敷の下になってしまったものとＷつれる。

調杏は11月６日より９［|までの３日間を要し、Ａ３の調布と平行して行なった。

以上のような経緯で、昭和54年度の発掘調杏がすべて終了した。発掘面積は7120,,、発掘参力Ⅱ

延入数965人であった。（第１表）

この調杏に際し、県教育委員会からは年度途''１であるのにかかわらず国庫ﾄﾞili助等いろいろ御柑

導を受けた。又、地元工事関係者、土地改良区、群馬用水二Ｍ11改良事務所･等関係各位に対し、こ

４ 



の調査終了まで深い関心と御尽ﾌﾞﾉを賜ったことに心から謝意を表わしたい。
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発掘調査に|劃する事務局の組織は下記のとおりである。

教育委員会教育長

教育委員会事務局長

教育委員会事務局長補佐（昭和54年12)]砿(|}）

社会教育係長（昭和55年３月転出）

〃 （'1肝1155年４１]茄任）

社会教育係主事

金井久雄

白石高士

梅沢上

原茂樹

坂本突

武井修一

発掘訂ＷＭ組織は下記のとおりである。

小島純一社会教育係、文化財担当

考古学専攻生

田野倉武男

杉山秀宏

長井文明

国學院大学文学部学生

明治大学文学部学生

奈良大学〃

発掘協力者

新井政一、

北爪市郎、

中野ひろこ、

宮崎高志、

鎌塚進、

'''''1鳥あぐ')、

松村てる江、

笠原嘉子、

立川誠三郎、

松井美佐次、

富江、

和枝、

孝子、

大塚良作、

後閑喜久江、

星野法子、

小沢

小池

真下

新井政雄、

北爪ハナ、

根岸利久、

渡辺賀津了.。
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Ⅱ遺跡と周辺の歴史的環境

赤城１１１南面一帯は埋蔵文化財の宝庫である。粕川村もその例に漏れず、多くの遺跡が周知され

ている。しかし、その多くは新発見のものである。皮肉にも土地改良事業の進行が遺跡数の増加

をもたらしたのである。その中で、村内の主な遺跡と周辺地域の主な遺跡を地図におとすととも

に一覧表にまとめてみた。（第３図）（第２、３表）

粕)||村には明確に先土器時代に属する遺跡は確認されていない。ただ、昭和40年刊の『日本の

考古学Ｉ・先土器時代』の先土器遺跡地名表には、室沢地内で３ヶ所の遺跡名があげられている。

又、深津・西原遺跡においては地元の人によって、ローム層中より石槍を発見したとの報がよせ

られている。

かって赤城南面の遺跡が先土器時代の遺跡研究に大きな成果を残してきたことをみれば、粕Ⅱ｜

村でも十分遺跡の存在が予想されよう。

繩文時代においては、前期から後期にかけての遺跡が多く存在している。この｢１１にはすでに発

掘調査のなされたものもいくつか存在している。繩文時代前期中葉の遺跡として知られる室沢・

大林遺跡（注ｌ）、あるいは室沢・大平遺跡（注２）がそれである。この２遺跡は昭和37年と昭和

44年に群馬大学考古学研究室によって発掘調査がなされている。この繩文時代の遺跡は、前期以

前のものについては今だ確認されていない。

弥生時代の遺跡は中期のものはいまだ発見されていないが、後期、樽式あるいは赤井戸式土器

の出土する遺跡としては、深津・西迎遺跡（注３）、同じく西原遺跡（注４）、一日市提頭、石壽切遺

跡（注５）など、比較的大きな遺跡が数多く周知されている。

古墳時代には、前期の遺跡として、深津・西迎遺跡、西原遺跡、今回報告分の稲荷山遺跡、一

日市提頭・石切遺跡などがあげられる。

特に後二者は、Ｓ字状口縁を有する一群の土器が比較的まとまって確認されている。中期から

後期になると、本地域では遺跡の数が埆大し、その遺物量も膨大なものがある。この時期の遺跡

として西田面前田遺跡（注６）、あるいは|ＥＩＩ村遺跡（注７）、女渕・渋沢遺跡があげられる。これら

はいずれも和泉期後半から鬼高Ｉ期にかけての大集落と考えられる。

又、この時期の古墳は群として粕Ⅱ|村周辺には多く見ることができる。粕)||村内にも、総数３８

基からなる月田古墳群、あるいは深津古墳群、七つ洞古墳群などが著名である。いずれも、古墳

時代後期の所鐵産である。

月田古墳群の内、六基の古墳については昭ﾈ1120年代に群馬大学考古学研究室で発掘調査が行な

われている。この発掘は戦後の群馬県における古墳研究の先駆となるものであった（注８）。

歴史時代になると、奈良時代のものはあま')出土例がないが、平安時代になると、この時期の

７ 



遺物を出土する遺跡は激地する。しかし、その規模は小規模なものが多い。ただ、標高600～700

ｍ程の高所、１二１１之沢、湯之'二|地内にある宇迎遺跡（注９）は平安時代における山岳寺院を考える

上で貴重なものであるとともに、全国でも)iII指のものであろう。ここは昭和40年代に３回にわた

')群馬大学考邊古学研究室において調査が行なわれぃ礎石をもった建物tlLll棟からなる荘大な遺

跡が確認されている。この遺跡はかつて、群I1j大学の尾lll奇喜左雄教授によって群馬県の中世史を

考える上で貴取な遺跡であると紹介されている。

平安時代以後、中世にかけては居館hlHが数ヶ所次|'られている。文献などに登場する著名なもの

としては、県指定史跡となっている膳城lIl:、あるいは周掘の形がよく残っている女渕城趾がある。

以上のように、粕111村には、先土器時代から'1'世にかけての数多くの遺跡が存在している。こ

れらの遺跡が今、第２１叉|に示すように土地改良事業の｢'１で、危機に直面している。

我々は、これらの遺跡に対して、少しでも救いの手を錐しのべるとともに、村内の人々に対し、

文化財の貴取さ、大切さを少しでも叩リギしてもらうように努めなければならないと考える。
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１．l926flf、１１「馬入学史学IiⅡ究塞にて調査。このiilWi；で繩文時代1iii｣ＵｌＡＭ(期の住1,1+趾を確認。

２．１()60ｲ'2,1969年、群M；大ｌ１ｉ/:史学ｌｉｌＩ究室にてiillI化この調盃では繩文|ﾙﾐ１０１ﾉＭ(期から諸磯期にかけての住居１１１１が

３１'１１:雌認されている。

３．１９７９年、Ｗ1111村教育黍'三(会で洲ｲi÷。弥11ﾐ'1`'1;化後10|の樽式土器と古式｣:1111i器が共伴するljiiil｣''2がlillWil(f認された。

報告書作製''１．

４．１９８()ｲ|も、粕Ⅱ|村教育委貝会でi洲ｔｏ弥生時代後期の大満、住)『!}ｌＩｌ２２１ｌｉｌ:、11｢城時代和泉期の住Ｉ１ＩＩ１１１:１軒などがlI1Ili

認された。報告書作製１１１．

５．１９８１（|と、Ｗ1111村教育委貝会で訓協。弥生時代後１０１のｌｊ:lil+ｌｌｆｌｌｌｌＷ)他、ＴＩｉ式二Mili器を'1}す１１{1,1+｣11:など56軒が確認

された。

６．１９８０年、jW1lll村教育委ｉｉ会でi洲ｔｏ古墳時代ｆ11%U0lから鬼高期にかけての住居ilLが９軒確認されている。

ル1958年、Ｉｌｉ:馬大学史学研究室で調査。古墳時代ﾄ'１%UU1から鬼高期の祭jiUjii跡とされている。

８．１９()()ｲﾄﾞから1958年にかけてＩＩｖｌル人学史学(iⅡ究室で洲化

９．１９６６年、1967年群馬大学史２Ｗ『先室にて調盗。１W〔Ｗｌが、1967年、〃|:|]文化11ｲ１２に掲載されている。
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第２表粕川村とその周辺の遺跡地名表（１）

1１ 

番号 名称 所在地 時 枕Ull (ili考

６７８９０１２３４５６ 

１２３ 

４５６７８９ｍⅡ皿ｎＭ■
１１１１２２２２２２２ 
７ ２ 

８９０１２３４５６７８９ ２２３３３３３３３３３３ 

稲荷’11遺跡

宏in・iliil遺跡

字皿廃寺

大林遺跡

大平遺跡Ａ

峯屋敷遺跡

(室Ｉ)<砦跡）

大平遺跡Ｂ

室沢古墳群

)］円

｢'1村

墳群

城跡

'１１遺跡

新宿遺跡

膳城跡

１Ｊ}勢森古墳

女渕城跡

深漸iiVifi山

室沢安皿、iliTl

｢|]之１１<御殿

中之１１１(湯ノ|」

中之〃<清水沢

'１』之沢清水〃〈

中之〃(向山

室沢大林

室沢大平

室沢峯屋敷

素沢大平

素iＭ２ｉ

ＨＩｌ１艮峰

室沢ｲ丁原

月Ⅲ;1士ノ宮

月Ｈ１湯ノ窪

月'11新高

月、l芝坂

稲型大光寺

中村浄法寺

''１村'''''1１

膳新宿

膳大門

稲里取切

新歴欠次

新屋半ノ水

新屋'11街道

新屋iili町

新歴西1);（

四[[Ｉｉｍ西原

西lI1mi前ｌｌＩ

西IImi前呰戸

止來Ill面Ｉ)}勢森

上束'１１面目音寺

女渕病

新屋桜塚

新屋稲荷田

込皆戸熊ノ穴

込皆戸i1rll殿１１１

jMu文～平安

$''11文中～ｌＩＩ(’

平安

jMli文１１１

繩文前

繩文前

繩文前

繩文iiil

繩文前～

〉111h文前

''１世～Iil戸

)Nlj文前

〉Ｉｌｌｉ文'１１

繩文

TlT境

’一一Ｉ ●●■■。 墳

一一別｜

中中中中中

一中一俶鰍縦慨Ⅲ縦縦Ⅲ縦縦鰍幟概砿楜楜僻楜川Ⅲ楜搬縦加
Ｉ 

’ 

’ 

１ 

１ 

－ 

１ 

Ⅱ一Ⅱ－１Ｉ 

墳世－１ｌ ＩｌＩ ｜－Ｉ 

ニムー」１－

Ⅱ一什一

安

集落lll：

包蔵地

寺|卿112

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

集蕗｣11：

集落111：

集落111：

館」11：

集落｣11：

集淵｣''1
包蔵地

墳薙

墳墓

包蔵地

包蔵地

包蔵地

集落１１上

館跡

包蔵地

包蔵地

館ｌＭｉ

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

集落｣''二

集蕗ｉｌｌ：

包蔵地

噛墓

館跡

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

今|Ⅱ|報笥fi跡
〃

'1ｲｲｲⅡ401Ｆ６)三|、’１{{ｲ|]41年3～4)]

}1<{ｲ'142ｲｌ２９Ｈ、群!』；大学にて－

部調査、村脂定史跡

ｌ１ｌＨｲl137flﾕ、昭和44年、群隅大学

訓協、村脂定史lMi

稲)||村指定史跡

lM135年、群大にて調査、村指

定史跡

3』'(の古墳が周知されている。

内一基のみﾘﾋ存。

ｲ((:定39基から成るT1T間祥､内､県

指定史跡２基を含む、６基は群

大にて訓Jlf

村脂定史跡

UiL脂定史跡

村指定史跡



第３表粕111村とその周辺の遺跡地名表（２）

1２ 

番薑号 名称 所在地 時 種別 Iilli考

０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２ 
３４５６７８９０１２３４ 

４４４４４４４４４４５５５５５５５５５５６６６ 
６６６６６６６７７７７７ 

－｜」市域jll

提頭遺’1ﾘＩ

近戸神道１Ｍ

西迎造ｌﾘＩ

坂Ⅱ｜城跡

ilLil$（造跡

七つ石古墳ｲ1ド

丸１１１古」ii1i

丸塚古墳

職'１１古墳Ｉ１ｒ

吉沢峰遺１Ｍ
● 

、

毒島城111：

茶臼山古jl1l

多H1111古墳群

繩リ｜造跡

二]'･'１１古ＷＩド

千Ｊ[郎塚古｣ｉｌＩｌ

峰岸111遺跡

天雑城ill：

赤堀城111：

束城」11：

大室城」11：

荒イ･の砦跡

Ｅｌｌｌｌ古」ｉｉｌｌ

新’１１古墳

欠次遺跡

ドル形遺跡

武)|：道跡

ｲ（’１１造跡

山上城111：

女渕渋沢

一日TlJ、一日Tl丁

－[1Ｔｌ丁提頭

一HTlj関後

深津近戸

深津長岡

込皆戸熊ノ穴

深津ilLi迎

深津友成

深津ilLil$（

込呰戸七つ原

深津丸'１１

深津細り’

深i材掴l堂

赤堀村今井古沢峰

赤堀村今丼古沢|||縮

亦加1村今井毒烏

赤堀村今｣|毒島

赤堀村今井多１１Ⅱ|」

前橋TIjrilLi大宗繩ﾘ’

前橋Tl丁四人室【

赤堀村今井1111ﾅリ

新里村|峰岸

赤堀村來峰

赤堀村lllit岸

赤堀村今)|:城

新里村llLl堂城

前橋TITiLi大室川城

前橋TIT荒子lllJ弧胎

宮城村ｉｌＩｉケ烏141111

官城村馬場新'1１

宮城村A1可場矢次

古｣MII後

｢ＭＬ 

繩文前､弥生～平安

平安～'二'１世

弥生～'|汁世

弥生～Tl｢埴

古墳

繩文後､弥生～古Ｍｉ

''’１U： 

弥Lli先二l:器

古ｊｌＩｌ

古.墳

弥生～古墳

古Ⅱ１１

古｣ii｣Ｉ

弥生

'Ｉ '一IⅡ.

古｣ｆｌ

古墳

弥生～古墳

古墳

古墳

弥１k～ｉｌｉ墳

巾ｌＵ：

'11111： 

'1ﾙ'’ 

''二小ｌＵ：

中ｌＵ：

古墳

jl1I 

繩又''１～後

宮城付1%場苗ケ島枡形|先｣z器
新里村iiUl寄届Ill

赤堀村下触石IIl

新里村''１｣二城''１

先土器

先二|主器

中１１|：

集落｣11K

館跡

集落1111

条li1l1 ７ 

集落ｌｌｌ：

集落111：

包蔵地

集落ｌＩＩ２及び墳墓

館跡

集落｣11：

墳蕊

墳薙

集落｣11：

墳蕊

墹薙

集湘11：

館」||：

斌墓

墳蕊

墳墓

墳蕊

噛墓

墳墓ノリしび集落lll：

館跡

館跡

館｣11：

館111：

館lll：

噛薙

墳墓

集落111：

包蔵地

包蔵地

包蔵地

館lll：

昭和55年度調査

昭和54fli度一部説l飛古ilIlは数

｣i駒肺：

昭flI54flﾐ度調査

前橋部分を－部前僑教委で昭和

54年1史調炎

昭和55年度、前橘教委で一部訓

盃

国指定史跡、
△-2-.－ 

'１１１ 

後ニイⅡ｢占墳跡

］'｡、’''二]'．、

Ｗ|]49ｲﾄﾞ度調査、新里村教=姿で

調査

昭和１１渡調査、赤堀村教委で

調査

昭和33ｲlX、昭ｲ'140年、群人にて

調在

昭fl144fli調査､！iL教委にて調査

昭和49（|ﾕｲＩＩＪ<ﾉ,B洋氏調査

昭ｲ['29年Iﾘj袷大学調査

昭ｆ'し１０１ＭＭﾉ,B洋氏調査



Ⅲ調査の概要

１深津．稲荷山遺跡(Ｋ２）

稲荷山遺跡は粕川村大字深津字稲荷'1’

に所在する。粕)'|村の南端、粕)'|の右岸、

佐波郡赤堀村と境を接するところに位置

し赤棚村より北に延びる多田'１１丘|凌の北

端の一角を占めている。同じ丘陵の南''１'１、

赤堀村分には巌山古墳群や弥生時代の遺

跡が知られ、南方約１１(､のところには、

前期古墳として著名な茶臼山古墳が存在

している。

当初、この稲荷111遺跡は北Ｉｒ１上の斜、

ということもあって埋蔵文化財の概当地

域とは見なされていなかったが、周辺の

歴史的な環境を考えるならば十分それら

と関連する遺跡の存在が予想された。そ

こで、教育委員会では遺跡での表面採集

１５ 

＋，i､二Ｗ.､ギ
１０ 

＋ ８１＋ 十

⑪ 
8k＋ 

ＩＣＬ，＋ 
＋＋ 

Bp＋ ＋ ＋ ＋＋ 

山＋ ＋ ＋＋ 十

十c･十 ＋十十

卿+ｑ，＋
＋ .……－千＋

0２０， 

－－－￣ 

ＢＤ－１号土拡はＢｋ－ｌｌ区に位置し、遺榊はロ

ーム層を深く掘り込んで作られている。

遺榊の最大径４ｍ、最小径3.7ｍ、深さ１．７ｍを11111

る。平面形はやや不整形な円形を呈し、断面形はす

鑪議鍵鰯鱗蕊鑿iiiiiIiii霧iiiiiii蘭iiiiiiiI蕊ｉ１ｌ１ｌｌｌｌ１

図版２Ｋ２全景’)鉢状をなす。

1３ 



覆了tは色調及

び土質などによ

')12層に識別さ

れ、鍼_上層には、

浅間Ｂｌ降万（天

化元年＝1108年

起源）が純粋な

形で明瞭に認め

られた。

遺物は覆土第

１層から第４屑

までの|Ｍ１に集'|’

してま/しべんな

忘

伽
、

薑薑二

薑

〈認められた。 ～～凸や

｡ 

P,－ 日

３７．７０ 

、
--￣－－－－ 

第５図ＢＤ－１号土肱平面図

ＢＤ－１土壌脱明

l1ff紫褐色土肺１。やや砂【『･下部にＢ経石の純ｉｉを含んでいる。

｣ＭＬ土1首。粕`'1|：に嵐み、しま|)もよい｡12屑111肢も黒色の強い土である。Ｃ蝿ｲ｢、ＦＰを多く含む。

１１ﾉＭＩＩ色土1吋。粘性、しまりは２ルィよ')劣るが、Ｃ軽石、ＦＰは２ルiと同様多く含む。

lWf灰褐色土附ｉｏ３層に似ているが、やや(A調(l(｣に明るみを噸す。Ｃ軽石、ＦＰを含む。

黄灰褐色上１吋。全体的に黄色１床が強い。粘性、しまりは悪くボソボソした感がある。

１尺褐色二ｔ届。色調的には３屑に似ているが、やや明るみを端す。）|(,Ii性、しま'）ともに悪い。

lﾘ}禍色土ｌｉｊｉｏ６層よ')さらにIﾘ1るみを噸す。）liIi性は６１iWよ')よい。

fit褐色土ﾙi･ローム質の土壌である。壁のjil落土であろう。

哉色ローム『I土層。ロームであるがしまりが悪くボソボソした感じがある。

謎ﾄﾞﾙ色二t屑。色調的には８屑に似るが、ローム粒子をかな')多く含むため黄色味が強い。

l111f灰褐色土ﾙｨ･色調的には４屑に似ているが、かな'))IiIi性は強く砂粒を若干含む。

菰禍色二k府。色調的にはl()屑に似ているが、ローム粒T･、ロームブロックをかなり多く含む。

自
噌
眉
目
Ｐ
噌
屑
回
層
四
Ｐ
僧
同
眉
目
僧
属
目
届
巨
層
巨
自
噴

１
２
３
４
５
６
７
８
９
、
ｎ
ｍ

1４ 



１J霞週ijll1iiIＦ---.-

1為‘

”穂、味－１．
蠕諌』

図版３ＢＤ－１５ｉ肱

出土遺物（第６図、図版

４） 

１は口縁部が．の字状の屈

曲を有する甕形土器である。

口唇部はやや肥厚する。土器

外、の調整は口縁部屈1111部ま

では横ナデ、屈'''1部より下部は

横方向右から左へのへうケズ

リによる調整痕が認められる。

内ｍはよく調整されており、

口縁部のみに横ナデが認めら

れる。口縁部のみ、５分の２

ほど現存。

Ｉ 

liiill1lIlll 
２ 

１０ｃｍ ０ 

第６図 ＢＤ 1号二Ｍk出二|ｪの土器

1５ 



２は杯形土器である。口織部には横ナデ、

|Ⅱiil部下半から底部にかけてはへうケズリによ

っての調整がなされている。内外iiiともにタ

ール状の付詰物が認められる。

３はロクロ整形による須忠質の杯形土器で

ある。胎士には小礫を多く含んでいる。底部

は糸一切りののちへラによ')調整されている。

このＢＤ－ｌ号土塊の構築時期であるが、

一応、浅間Ｂ峰石の堆枝をみていることから

浅間Ｂ蛭石降下以前、つまり、121阯紀前半以

前～９世紀ごろまでと考えたい。

illliil11illlll鱒iiiiiiii

iiiiiliiilllllllilili, 
}llII11lIIlllllllllIIIlIil1i 

図版４ＢＤ－１号土拡出土の土器

Ｂ区には、このＢＤ－ｌ号二ｔ肱の他に古

墳時代前期の住居11kと思われる遺物の集''１

出二|:地点をＢｔ－ｌ８区周辺にｉｉｉ認したが、

遺榊の伽')込み面が現在の耕作nmからかな

り近いところにあるため、出土遺物のほと

んどが、復元が不可能なほどの細片となっ

ていた。また遺構の掘り込みも全く確認で

図版５ＢＨ－１住遠景

きなかった。しかし、遺物の出土状態を微細に記録していったところ、遺物の出土する場所-と、

全く出二'」ない場所との境が'ﾘ'瞭となり、それがﾌﾞﾌ６ｍほどの方形となった。そのため、一応住

居ilI様の遣椛としてとらえておきたい。｝',二t遺物については、わずかにｓ宇状,二,縁をもつここ器の

破片を'ﾘjらかにしたにすぎない。（図版５）

２）Ｃ区の出土遺物（第７図）

Ｃ区でもＢ区と同様に土器の破片を大最にしかも、ある限定された範11,,内に,,}土する地点が，

ヵ所碓認された。しかし、Ｂ区の土器密集ヵ所と朴'逸する点は、比較的大型の破片が多いこと、

土器の出土する範'Ⅲ'がＢ区と比較してかな')広いという点である。

出土遺物（第７図）

’はｓ字状口縁を有する台付甕であろう。口縁部の破片と同一個体と`思われる胴部の破片がか

なり確認されたが、完全な形に復元することはできなかった。器壁は薄く２ｍｍほどである。

1６ 



２は単口縁を有する護形土器

であろう。外面はよく磨かれて

いるが内、にはハケによる調整

痕を残している。

３は折り返し口縁を有する壷

形土器である。全体の器形は頚

部から鋭く屈lIlIする球形の1111部

をもったものであろう。外面は

[|の細かいハケ状工具により調

整されている。内面は頚部に対“

しハケ目の調整痕を残している

が、他は、よく磨かれている。

４は、1M口縁を有する壷形土

器である。器壁が荒れているた

め調整の状態を読みとることが

できない。

５は３個の透かし穴をもった

高杯形土器の脚部である。外面

は細かく磨きがかかっている。

以上の出土土器から考えて、

このＣ区の土器密集ヵ所は古墳

時代前期の所産と思われる。

〉 く､ 

／ （ 

２ 

１１１ 
＝＝ミニミミミ三

／ －－ヨ／ﾌノ（３

＞、ィ／、

０ １ 
匹一一一

、

第７図Ｃ区の出土遺物

３）ＣＪ￣１号住居趾の遺構と出土遺物（第９～１３図図版15～１８）

本住居illはＣ区の西際､Ｃｆ－２～４グリッド''11に位置し、ローム屑への漸位層的なローム質の

I1ff褐色土層上面でプランの確認をし得た。

住居趾の平面プランは長辺6.60ｍ、クWi辺3.60ｍのやや不整形な長方形を呈する。長軸方向は、

Ｎ－４２ｏ－Ｅを指す。

覆土は土層断面図（第８図）に示されるように五層に分かれる。主な覆土は固くしまった暗褐

色土層であり、２０cm前後で堆積している。

住居趾の確認面からの壁高は北Ｉｌｌｌｌで30cm、南Illllで15ｃｍを計る。

周溝はllL1壁下に認めることができるが南雌下のそれは、壁下場より５０～70cm程内側を巡ってお

1７ 



。、薑、

lNlll 
＆ 

、、

P） 

ⅧＮＮ聯柵・へ

、

』

節１１両黄禍色Mtj、粘性しまりがなくボソボ＞
している。

第２屑陪灰褐色土層しまりがよくUjlい。ロー
ムブロックを多く含む。

第３層灰禍色土1iii輔２１ihi同様、固くしまって
いるが、第２１Ｗに比らべ、Ｉﾘlるみを噸す。

薑薑薑薑:iilIli蝋繍：鱗;::Ｉ

■石妬■

水糸標高88.70ｍ
---1-０－－~--頑固ｂ－白一一一ﾖｰｰ▲＿

SP2 
ＳＰ， 

賜りj搦邑１－
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')、－藝見すると拡張住居のような感じを与える。liIil満の深さは４。,"|ﾉ]外と浅く、深さはほぼ一定

しているが、’'１５１は南雌、周溝が壁からもっとも離れたところで約4()cm、それ以外では約１０ｃｍとな

っている。

炉は床ｉｍｌＥＩ１央よりややピット１，ビット２よ')につくられ、地床炉であるが焼土は薄く、５ｃｍ

程が認められた。

柱穴は４本が1illi認できた。ピット１は深さ35Cl､、ピット２は69cm、ピット３は57cⅡ１，ビット４

は47ｃｍをillllる。ピット２は、この４本の牲穴の１１１では、一番大きく堀|)ノアもしっかＩ）しておl)、

下方にいくにしたがって壁がオーバーハングしている。

北西壁寄|)、ピットｌとピット４との11'''１１には埋甕が認められた。（鋪８図、図版６）

出土遺物（第９～１２図、図版15～17）

土器（弟９．１０．１１図、図版１５～17）

本住居111:出土の土器は人きぐ分狗iして７つに分けられよう。

４，１５，１６，１８，２０は地文として斜繩文あるいは撚糸文を有し、「]縁部より、平行沈線を垂下

させ、それらを同一工具による斜行するＷ丁沈線によって接続させるものである。

１５，１６は地文として繩文をもたない。

１～３，１２～14は、地文として繩文をもたず、平行沈線が施されているものである。１，２は

1｣唇部下に、Ｌの繩文の爪痕が一段おきれている。12,」3は、平行沈線と円形刺突文をもったも

のである。

５～９，１７，２１は、胴~｢半には繩文、あるいは撚糸文をｲ｢し、口縁部に１段ないし２段の連続

爪形文を)liljし、その下に半減竹管による木の葉のような文様を柵いている。１７，２１は、地文とし

ての撚糸文を、所調、木の葉文の中に施しているものであ')、１７は、胴部に１段の鋭い1111111を有

するものである。

１９は、地文に撚糸文を有し、その｣二に平行沈線による連続山形文が施されているものである。

１０，１１は、地文の撚糸文の上に｢I]形jljll突文が施されたものである。

２２，２４は、大きな波状口縁を有する深鉢形土器であろう。地文としての繩文をまったくもたず、

竹管による沈線、あるいは条線で、木の葉様の文様を柵いてお|)、その_上を２～３本の歯をもつ

竹管で連続刺突が施されている。２２～24ともに、１１台ﾆﾋはよく精成され、焼きもよい。２２は、口唇

部に小さな突起をもったものである。

２５～38は器iiii全体を繩文でおおうものである。２５は胎土に所調、繊維痕をみとめ得るものであ

')、この一片しか硴認きれなかった。器而には２秘類の繩文が)liijされている。この土器は直接、

本住居』|:とは関係あるものではなく、よりTITい段階の三上器としてとらえられよう。
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26～28の土器も

iJll i鍵i震繍1曇 斜繩文を有するも

のと、撚糸文を有

するものに分ける

ことができる。２５

はＲの撚糸文を有

し、［|縁の肥厚す

るものである。又、

29は口縁に刻みを

有し、｜T]孔を有す

る土器である。杯Ｊ

影は上下が逆で、

台形土器であるか

嚢蝋ｗ１．剣 、

』
｛
『
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こく、，

秘；薑iii：と｡〔孟些骨二三垂マーー」

、、

：＝ 

１．房＞

●の

４－，－． 

Ｉ 1iiiiiiiiiliiiiiiiiI1RlWIIililiil 
瀞

i竃Ｉｉｉｉ，刀
2９ 

3２ 

、
３４ ,ilIilI,I蝋MiM

５３６３７３８ 

隻篝篝1IＩｉｉ もしれない。

餡＝－＝ざ、 ３９～４５は、土器

の底部及び完形二'二

器を一掃した。３９

れている。口縁部

第１０図ＣＪ－ｌ号'１ﾐﾙI+tll:(Ⅱ二１１の繩文士器（２）

は本住居趾に哩没された埋甕である。111,i｢|〈半にはＲの細かい撚糸文が)IiIl文されている。口縁部

には竹管による条痕文が施されている。底部は抜かれていて残存していなかった。４５は第１ビッ

ト内よ,)出=こした浅鉢形土器であ')、外iiiliはよく調蟠きれてお')、その痕が明l際にみとめられる。

以上が本住)｢I}1,|:}|仕の二'二器であるが、こｵしらは繩文時代iiii期後葉の前半に位置付けられよう。

石器（第12図、図版18）

ｌは安'｣岩製のす')石を敲石として'|則]したものである。表、裏iimの_|二部、及び、イＴＩＩ''１面には

敲打狼がみられる。底iIliは一|Ⅱ|の打撃で半歓きれ、平111をｍを作lllしているが、周辺には小さな

つぶし痕、及び、小剥離痕がみられる。

２はやや風化しているが、ハリ質の宏111岩製の横形の石匙である。

３は撲形を呈する７，斧である。Ｉｉ材はホルンフェルス。

４は頁岩製の石核である。Imi右側には細かな刃こぼれ、あるいは、磨滅がみとめられる。石

核をスクレイパーとしてjl陵用したものである。打面部右''1'|辺には、｜±|然而を残している。

５は正面に［|然而を大きく残した剥)'｢を用いたスクレイパーである。ほぼ全周にわたって細か

な鋸歯状の歯こぼれがみとめられる。頁培製。
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第11図ＣＪ－１号住居111堂出土の繩文土器（３）

６は（図版６右下）でみられるような出土状態を示し、３点のフレイクが接合したスクレイ

パーである。接合する２点は節理、iから剥離したものであり、左Il1ll辺には自然面を残している。

頁岩製。

本住居111:出二１２の石器は以上がすべてである。石器はほとんどが原礫の表皮をもったものであり、

それらにわずかなhll工を力||えたのみの不幣形な石器が数iii的に主であることが理解される。
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遺物の出土状態（第13図）

本遺榊の遺物の出土状態をみると、まず、ｌはすべての遺物について示したものである。炉を'１」

心として、平面、垂､(L分布とも、まんべんなくⅡ'二ｔしている状況がわかるとAllう。

２は、二'二器についてのみ示したものであるが、やは')、灯１１１１を'''心として、やや、中央よりに

多く土器の分布がみとめられる。正直分布の状況もかな')」二１ｍと下面とに分かれて観察される。

３は石、特に石器と礫についての分布の状態を示したものである。この住居11tからは子供のこ

ぶし大から大人のこぶし大概の安山岩製のI']礫－特に表面が赤化してタール状の付着物がみとめ

られるものがほとんどである－が多くみとめられた。この礫の多くは床面よりかな')上で確認さ

れたものである。

以上、本住居趾における遺物の分布状態は炉を中心とした遺物の分布状態を把握することがで

きよう。
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４）まとめ

本遺跡からは以上、二|己拡１基、二[:器密集樹所２ヶ所、（三i三居11121基が確認できた。

ＢＤ－１号士拡については覆土ｌｌｊにＢｌ峰石の純応iの1111枝を認めることができるため、椛築時期

はＢ､降石降一卜以iiiとすることができる。周辺にこの時期の住居ill:等が全く確認できなかったこと

を考えるなら、イiilか特別な意味を持った土地としてとらえられないだろうか。

２カ所のﾆﾋ器密集ヵ所については、まず、この２カ所からはＳ宇状口縁を持つ土器の破片を砿

認していることから、古墳時代前期、その中でも比較的新しい|'柳1のものと思われる。これらの

２カ所の土器密集部分が住居｣'１１か、あるいは、土器の一括廃棄によるものかは、今後の遺物の分

布、出土状況などの詳細な検討によって明らかになるものと考える。

きて、このｓ牛:状'二'縁をもつ北器は、赤堀村以北の粕l'|流域においては初めての確認であ')、

今後、粕)'|村においても、この極の土器がかな')発見される可能性を示唆しており、さらに、当

地方において広く認められる弥生時代後期の樽式二L器、あるいは赤)|ﾕ戸式土器との関係を知るう

えで、非常に良好な地域であることを物語ってくれた。

ｃＪ－ｌ号住については出土遺物から繩文時代前期後半のものと思われる。この住居趾の発掘を

行っていく''１で、同時期の住居』上が、まだ周辺に存在するのではないかという予想をして試掘溝

を十数カ所設定したが、まばらに二'二器のｌｌｌ二[:を見たほかは、遺柵はついにこの一軒しか硴認でき

なかった。これはもともとここに－．，粁しか存在しなかったのか、あるいは、他の住居iIlが存在し

ていたのかは、この発１１１１１区のすぐ西側が宅地としてかなり切り崩されているので断定しかねるが、

|可し,峰の県道三夜沢停正|工場線をはさんだ南''''１斜iliiには、かなりの量の二|:器片が散布してお})、

このことから考えるなら、今|Ⅱ|発掘した住居｣''2は集落における一番北端の住居1''２であ')、そこか

ら南四方ＩｒＩにかけて、集落が存在していた可能性が高い。

以_上、本遺跡はその内容は貧弱であるが、この発掘訓杏が）W'川村が主体となって行う初めての

行政発掘調査であ')、これから数ヵ年続けられるlHil場整Ｉ１ＩＩｉ事業に伴う埋蔵文化｜けの発掘訓杏の先

駆をなすものである。

従来、遺跡立地に不lfIきと考えられていた北ＩｆＩき斜ii1iiからの遺幟の確認は、マッピングの重要

性を強く認識させてくれるとともに、我々の遺跡地に対する視野を拡大させてくれた。さらにこ

の地域で出二こしたＳ字状口縁を右するこし器のIilI:認は、この地域が混沌とする弥LL時代から古墳時

代への転換期を解明する上でも双要な地域であることを認識させてくれた。

このような意味において今|Ⅱ|の発掘は大きな意味があった。

2６ 



２室沢、安通、洞遺跡（Ａ３）

安通、洞遺跡は粕ｌｌＩ材大字宰沢字安通及びIiliilに所薑在する。粕

)||の左岸、標高295ｍから310ｍの所に位置する。すぐ西は粕)||を

隔てて宮城村へと続いている。

遺跡地は西を>W11ll、束をlll状)||にはさまれた北から南へ延びる

長い舌状台地の鞁部から束ＩＩｌｌｌ斜iili及び台地先端部、さらにはTII状

台地の基部にＷｉきでる湧水の周辺にと広い地域を,ｌｉｙ)ている。遺

跡地の現状はIWi斜iiiiを南に流れる'|､河川を使ってiW1慨して切')|)Ｍ

かれた水田であ')、その水H]の耕作ilmの下、約１ｍに遺物が存在

していた。

この地は束ilLiを河川にはさまれ、粕)||からの比高が高いところ

で約１０ｍ、低いところでは３～５ｍと比較(1ﾘ低〈、さらにIllllW）

狭いところでもある。そのため水害に多くみまわれた地でもある。

最近では昭和22年の台風でifi跡地より３ｍほど南の地点まで水が

｣こがって家屋数1111:が流出したという。それ以前にも数|Ⅱ|となく>Wl

1llは氾濫を〈’)返している。今llllの発掘からもこの氾濫、水害の

跡をうかがいｸ(Ⅱることができた。

発掘地点は北より湧水周辺を第３地点、そこから５００ｍほど南
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第14図Ａ３遺椛全体図
を第２地点、さらに南を第１地点と仮称した。以後、これら輔１，

第２、第３地点から確認されたｊＭｌｉおよび{'１二ｔ遺物について見ていこう。

ｌ）第１地点出土の遺構と遺物（第１５～l91Xl、ｌＸｌ版７．８．１８．２０）

この地点は剛場整IiIlill1Iの計mliでここの切')lHW)があるということなので、発掘計lmi当初よ')調査

の対･象地点であった。これは、ここがたまたま桑)<''１であり遺物の散布が認められたことによるも

のであり、それがこの遺跡の存在を周知のものとさせた。（第14図）

１号土城（第l51X1、図版７）

この遺構はａ－ｌ区の深掘l)部分で確認された。それは土屑観察Ⅱ1に３ｍほど深掘りを試みた

ところである。２ｍほどの砂屑の下に茶褐色上、その~卜にロームIFiと続き、このローム層を掘り

込んでこの１号土jlkは作られている。

土層の堆積状況は（第１５図）に示すとお')であり、上層に砂質の黒色土、その下に砂層が間に

大形の礫を含む砂質士層をはさんで数層にわたってｌｌｌｉ積しており、その砂層を掘')抜いたところ
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第１５図1号土肱実il1'ｌｌＸｌ

で褐色土がりＭつれた。この禍(LL二lxにはかなり大lTtのカーボン粒を含んでいたため、それを棚')下

げたところ直径1ｍ、深さは''１央のやや高くなったところで30cmほどの断面フラスコ状を呈した

土l広となった。

拙土遺物は力Ⅱ曾利Ｅ式の''１でも新しいものの小破片の出二１２をみたのみである。

この土１１kの種二|:の堆績状況及び３ｍにもﾉHしぶ'早い砂層の下でこの二'二拡を確認したことを考える

なら、この」:枕が１１１没したのちに、かな')大規模な水害がこの地区を襲ったのではないだろうか。
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Ａ３－第１地点深掘部土壌説明

第１臆耕作土。
第２層黒色上、やや砂画の土層であるFPを含む。
第３屑白色砂屑、141色の砂層であるが、分の沈蒜などで色調

的に違いをⅡ上ている。又、Tiiにいくに従って粒『・
が荒くなり大形の礫を含むようになる。

第４屑灰褐色砂ＩＴＭ下の第５，６肺の影郷によってややﾄﾞ,|ｉ
性を有している。

第５層黒褐色上、やや砂を含むがかな')*,Irllliを有し、しまっ
ている。カーボン粒、焼土粒を多く含む。

第６層黒褐色上、色調的に第５層に似るがカーボン粒子のｌｉｌｔ
を堀す。

第７屑灰茶ﾄﾞﾙ色砂画Ｍ第４層と性質的には似る。
城８層白色砂1両、１号1色の砂層である。鋪６１師がブロック状に

混入している。

第９層黒茶褐色上、）|(,Ii性、しまりともよくカーボン粒二Ｍしび
ローム粒子を多量に含む。

第１０層明茶褐色二kＭ１号士拡の覆土である。ローム、ブロ
ック、カーボン粒を多量に含む。

鋪11層黄茶褐色上liti、第１０層に比べローム、ブロックが多く、
黄色味を｣Ｗす。

第12層［ﾘ1黄褐色二ＭＭ第11層よりざらにロームブロックの1,ｔ
が多い。しかしカーボレ粒をほとんど含まない。

第13層黄色ローム1Ｗ、ローム層である。仰而W三/【j地上である。

Ｉ 

図版７１号二Ｍｋ

7k糸標高295.70771

０１， 

－￣＝￣ 

第１７図３号川護南北セクション図

３号埋甕（第16～l81Xl、図版８）

これは第１地点の発掘区域外でバックフォーによる士層観察

)'1の試掘溝を設定している｢'１で航制したものである。

遺柵の確認ｍは（鉱17図）に示すように耕作二'二の下、約1ｍ

に｣|嚇している黒色土が切れて純砂屑に移行していくその上面

で脈認した。さらに｣し111嚢のまわりを>|(i1i査したところ、黒色の落

ち込みが碓認され、それらをｌ１ｉｉｉｌ)下げたところ不規Ⅱ'|に並ぶ

Ｐｉｔがいくつか把握された。（館16図）

1ｍ 0 

第16図３号皿護Vz而図
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ここは発掘の|Ｚ域外でもあり二Mliの移動が全くない地域であるため、それ以上の拡り長を行うこ

とをとりやめた。

埋甕（第18図）は上部及び底部を欠''二!しているため、時期(1りな:'4|ⅡWiをしかねる。表iHiはよく磨

かれてお')胎土に小礫を含んでいる。(1)ﾆﾋ1同位及び器形などから繩文中期後半から後期初頭のも

のであろう。

鱗

魂〆

，瑚、
醗ｌ

ｉｉ(熱
いＪｉ

ｎｆ:.Ｊ１． 
－や

い(jfiii

iijiiiljiD 
露Ｉ
“Ｊ１ 

ｊｉ１ｉｉ 

ｌＩｉｌ 
簿■w；

Ａ３－１３号埋璽Section

第１屑灰禍色土層、川作土及び、水}１１のﾙ|<｣二である。６層に
細分される。

第２層黒色土1節、（１）を含み、やや砂質の士屑である。

節３屑暗灰禍色砂lti、砂層である。小礫を含む。

筋４屑ＩＩＢ色ﾆﾋ屑、カーボン及び、パミス粒を含む。やや粘性

をｲ『し、しまりがよい。′|､礫を含む。

鋪`ｌａ１蘭茶間色上屑、｜Ｗ〔的には筋４層と変わりないが色調的
に茶色味を蝋す。

鋪５層’1門灰白色砂礫Iivi、しま')がなく、ざ'P，ざらした感じが
ある。

館６屑ｌｌ１ｉｆ禍色士屑、′|､礫を若二'二念み、粘性を若干有し、しま
りは恕い゜

'郷

、

図版８３号埋墾
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第１地点出土の土器（第19図、図版19～20）

第１地点から確認された遺幟は以上である。それらはみな砂質土１画の下から碓認されたもので

あるが、ここに示した土器はすべて耕作士直~｢の黒色砂質二'二届''二'よ')碓認されたものである。こ

の第１地点からは完形の遺物のH二Ｉ上は全くなく、全休の遺物のlU土最も比較的少ない。

（第１９図ｌ～６，図版19）は繩文111期後半から後期初頭のものと考えられ、１は橋状把手を有

し微隆起を２本配するもの、器壁はかなり風化し荒れている。色調は灰褐色。２は微隆起線を有

するものである。３，４は後期初頭の称名寺式、４は堀之内式と思われる。５，６は、不規ullな

条痕を有するものであ')、川曽利Ｂ式の粗成二'二器と思われる。

この第１地点出土の土器で特に'二|立つ存在は（９～11,13～19,23～25、図版１９)の沈線を有する

もので、繩文晩期後半に位置付けられるものであろう。

色調は、１８がやや明るい補色を呈する他はすべて黒褐色である。いずれも焼成は良好である。

胎土は14,15には砂粒をやや多く含むが、他のものはすべてよく精製されて繊密なものである。

１３～１５は、W)の深い沈線とその沈線にはさまれた刺突が特徴的である。大ilIC2式に平行のも

のであろうか。

１７，１８はおそらくは口縁部近くの破片と思われる。口縁部に沈線による綾杉状の文様を有し、

その下に２～３本の沈線を配する深鉢形のﾆﾋ器であろう。

１９，２３はⅢ)の深い沈線で平行沈線が数条にわたって施されているもので、大洞Ａ式土器に平

行するものであろうか。

２４，２５は、彫刻的手法による変形工字文を有するもので、浅鉢あるいはllllに近い器形のもので

ある。当地方特有の大illA式に平行ときれる干網式二上器である。

一一

第18図３号埋甕実ｉｌ１ｌｌ図
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２）第２地点出土の遺構と遺物（jiij20～34図、図版９～13,21～32）

本地点はUt況が水ｌＭであったため全く遺跡としてｌＭｌ１されておらず寸長い'''１水l}]の耕作面下に

埋もれていた遺跡である。この地点を我々が(Ｍ１｛認できたのが二[乏地改良によるブルドーザーが入っ

た後のことであったため、残念なことに_上iiIliの包含屑のかなりの部分が破壊を受けてしまった。

（館20図）はこの第２地点における）iL本的な土屑Miiili図である。これは、第２地点北Il1l1の次に

叙述する一号ｲT組状適幟の北ＩｌＩｌｌ土層lWim図でい)る。

土層は、」二から水Ⅱ|による耕作土（第１屑）、水111の床二'二（第２届）、黒色土層（第３層）、

灰禍〔A土層（第４屑）、茶褐色上屑（第５１W）、灰lflL砂屑（弟６１画以下）とな')、このし１１で我

々が観察し得たところにおいては第３屑が'1ﾘﾋ』lill後半の包含層、第４１画及び第５屑が後期111葉から

晩期前半の包含層、館６層に後期初Ijnの包含屑というおよそ３つの文化層を把握し得た。しかし、

晩期後半の包含層には後世のＦＰ、あるいはＣ軽石などが多く混入しているところから後世に水

害などによる|覺乱があったのではないかとAIAわれる。ただ、大きく分けた後期初頭の包含層と後

期後半から'１ﾘ(1期にかけてのtL含屑という２つの文化)耐の認定についてはかなり妥当性があると考

えられる。しかし、この遺跡の資料は、よ')細かな、ＩｗＩ立的な共I半関係などについての検討に-｜

分答えられるような資料を残念ながら我々には与えてはくれなかった。

zrZ’ 

④『②

水糸標高297.60ｍ第20図第２地点セクション図
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一号石組状遺構（第21～24図、図版10）

本遺幟は、鋪４層１１１で確認されたものである。第２地点の北111|]のブルドーザーによって掻き上

げられた土を排二|こしている最'二'１に、このｲ丁組状遺柵に伴うと思われる埋護をたまたま確認し、

そこを座げたところ本遺椛を砿認し得たのである。しかし南側半ばは機械による破壊を受けてお

り、埋甕もちょうど南半部の部分を破損されてしまっていた。

遺liMiは大きさの不揃いな円形、あるいは板状礫を用い、石のみを積み_上げたような地点と、＿上

面にのみ祠が置かれている地点とで織成されている。平iii形を見る|Ⅱ《')においては、なんらかの

かたちを意識して1Hill列されたように認められる。

遺榊を織成するものはi1iLなる礫の他に'111石、石Ⅲ、膳7丁などのう石器類も)Ⅱいられており、この

遺構の肢下層からは万Ⅲの完形,h１，が立った状態で'1}土している。（'叉1版１０）又、本遺構の石を総

て取')除いた下底には炭化物の集'1'して分布していた地点があった。（第21図）

出土遺物

本道幟と直接関

係のある遺物とし

ては（第22図）に

示した埋護が上げ

られる。

埋甕は底部を欠

損したものであり、

他の部分は機械に

よる削平を受けな

ければほぼ完形で

あったと思われる。

口縁の直径40cm、

Ⅲ部最大径42cm、

棚

ハ
、_〆

一ロ

第21図ｌ｣ＷＭ>MiWW実i''''１叉|(1)
器高は現存高で３５

cｉｎを計る。最大径を中央よりやや口縁部よりに持ち、口縁部がやや内傾ぎみに胴の張った大形の

深鉢形二k器である。

胎土はよく精製されてお')焼成も良好である。二ｔ器上半部の器ｍはよく調整されているが、下

半部はほとんど調整されず、>Ｍ１製土器のそれのように見うけられる。この二'２器は全体としては半

精製の二|ﾐ器なのであろう。色調は無茶補色を呈する。

口縁部には魚尾状突起の退化したような二頭を有する突起を配する。主文様は沈線によって桃

3４ 
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図版1０１号石組状遺柵
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成され、それに細かな刻み｢|を有した粘土

浦のﾙIi付けによる突起を配している。

土器文様の展開図（第２３図）をみると

胴下半に付けられた遮光器状の２化|が－単

位となる文様が一部分で文様の割り付けミ

スが起こ')、ｌＩｕｌ－単位のものが－ケ所付

けられていたようである。

この他、この一号石組状遺榊からは二ｋ製

耳飾、岩盤などの遺物の出土を見ている。

（図版10）

第22図１号肌甕実i11ll図

貢11=菫罵;三薑三三』|溌二 萱三二二）

こう
／~へ

ﾐミラ 唖臺ﾐラ～=＝ 

第23図１号肌護文様展開図

Ａ３－第２地点層序説明

第１ルィ灰黄褐色二|:、水'１１の耕作士である｡

鉄分の沈蒲などにより数liRiに#'１１分される。

第２１Ｗ黄褐色土、小礫及び、パミス粒を多量に含む。しまり、粘性はなくパサパサした感じである。

第３ルｉ暗撫褐色土、Ｆｐ及び、Ｃスコを多く含んでいる。粘性は弱くボツボツしている。

第４ルィ灰褐色土、含有物を全く含まない。粘性、しまI)共に弱くやや砂質が強い。

第５１Wｊ茶褐色砂質上、砂質の土)iiiであるが、lJjlくしまっている。1号石組がのるiiiiである。

第６１両灰補色士)iii、第４１Ｗに似る。

第７ｌｉＷ灰白色砂屑、純粋な砂屑であるが、部分的に小礫を含む。
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２号埋璽（第２５．２６図、図版11）

鮒wfiMlllli雫伽○ ○○ 

，○○ 
に|]}礫を並べた列石を伴なっ

□ て碓認された。

Ｃノハ
リ

Ｃ 
石はＮ-80.-Ｅの角度で７

Ｉｌｌｊｌ、平miiIOには同じレベルで

直線的に１１tくられており、一

番西端の石下で、その石にフ
ビＰ

￣白

タをされたような)杉で埋甕が

碓認された。

埋護は、全く文様の異った

２個体の＃１１製深鉢形土器の大

形口縁部破片を用いて一lUil体

□ ＆
１
ノ

／
、

平戒０ 

Ｑｌ K二三J）
Ｃｌｉｌ 

Ｆ’ ０ 

分の埋甕をかたち作っていた。 第24図２号剛甕平面実illll図

埋甕に仙川された土器はい

ずれも胎土に'|､礫を含んだ粗製のもので、器而もほとんど訳燃されていないものである。色調は

いずれも灰補色を呈している。

いずれも口縁部が肥厚するもので、ｌは器高、現存で約32cm、口縁部直径約27cm、Illiil部最大直

径28ｃｍを計るものである。器形は、｜｣縁部はやや|ﾉﾘ湾するものである。２は器高約24cm、口縁部

直径28ｃｍを計り口縁が直線的に|＃1〈深鉢形土器である。

文様は、１は口縁部に角ばつたへラ状工具による枇方lilからの刺突が２段にわたって)liIlされて

いる。２は沈線による入jMl文がliIjされている。これらの文様から、これらの土器は安行３ｂ式土

器平行のものと考えられる。

４号埋璽（第２７．２８図、図版12）

本遺柵も前述してきた遺榊と同様に第４層中でのｲilii認である。やは')T｢を伴うものである。し

かし木遣橘のものは前述のものとは異な')盤状のｲﾌﾞを１１ｌいたものであり、あたかも土器に蓋をし

たような状態で出土している。

土器は口縁部の一部をわずかに欠損しているが他は全くの完形である。

口縁部直径40cm、胴部直径33cm、器高45ｃｍを計るものであり、大形の深鉢形二ｔ器である。胎士

にはわずかに小礫を含み、器iiiの調整も悪い粗製二|芸器である。色調は陪茶補色を呈する。

3８ 



器形は口縁部が大きくⅡⅡ

き、胴中央部で極端にすぼ

まり、小さな底部へと続い

ている。底部には網代等は

つけられずへラ状工具によ

り調整されている。

文様は口縁部に、まん''１

に円孔を有する粘土瘤のＩ１ｉ

ｌ)付け文が3組付けられてい

る。１組は縦に粘土痢を311fil

、
ＯＩＯＣｍ 

－－－ 

第26図２号蝿甕実i1Ill図

llllllllliiiiiliillliililillllililll1IllI1i1iIiili 
;Wll1lIl1Illll iiliiiillliilililliijlliiilll11l1Ii！ 

蕊liiiiiiliiil1

図版１１２号埋裂

貼り付け、そこからそれぞれ沈線を３本横方向に延ばしている。他の２組は縦方向に２個の粘土

瘤の貼り付けがつけられているが沈線はそれにつけられず、先の1組からのびる沈線もそれらに

は達していない。

この土器については、文様は全くここ器全休を無視したかのように割り付けられており、一般的

な文様の割り付けと違った施文がなされているように思われる。
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言薑臺 第27図４号埋甕平面実i1lll図
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第28図４号埋甕実illll図

図版１２４号埋護
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１号敷石住居趾（第29図、図版13）

本遺織は第６層の灰色砂府の上面で確認されたものである。五角形状の主体部に方形の張'川）

し部をもった所謂柄鏡形の敷石住居｣''2である。

この住居111:に付随する施設として、壁及び炉ilL剛護などは確認されず、わずかに敷石の石を

はがした段階で柱穴状の浅いＰｉｔを３｛lljl検出したのみである。

最大長6.30ｍ、短ｊｌｌｌＩＩ長5.0ｍ、張り出し部の長jlllll長2.50ｍ、短DIjlll長Ｌ９ｍを計る。

鵬Ｉ)出し部分は立石で織成され、その中でも鵬')出し部の先端部分には石111をもちいている。

主休部は一般的な敷石住居と同様に扁平な礫が用いられている。ただ、この主体部の北側|Mllな

どの祠は石を抜かれた痕跡がみとめられ、後世においての撹乱を受けたものと思われる。

出土遺物（第30図１６～24，第31ｌｘ'28～31、図版21～33）

本遺構からの出土遺物はいずれも繩文時代後期初mjmのもので、所謂称名寺式土器の範檮に入る

ものである。

第２地点出土の土器（第30～34図、図版21～28）

本地点出土の土器は、表採等の資料も含めると膨大な量に達する。しかしそのほとんどが文様

を有しないｵ''製のものばか|)である。ここでは、文様を有するおもな土器について見ていきたい。

本地点の出土土器は、およそ繩文時代中期後半から１１ｊ(1期後半のものを含んでいるが、その主体

となるものは、晩期の資料であろう。以下、それぞれ時期Hllに１１｣土二|莵器を見ていこう。

繩文時代中期後半の土器（第30図１～１４、図版21上）

繩文時代''１期後半の土器を一括した。

沈線による渦巻文や懸垂文等を有するものや、口縁部における円形の刺突文を有するも（２，

３，５，９，１０）櫛状工具によるハケ|=|を有するもの（４，６，１３）、微隆起線文を有するも

の（６，７，８，１１，１２）の３つに区分される。いずれも、繩文時代111期後半の加曽利Ｅ３式、

あるいは、Ｅ４式に比定されるものであろう。

胎土には、小砂粒を含むもの（１，３，６，８，１０，１１，１４）と、石英粒を含むもの（７，１２)があ

る。色調は、（１）のみ赤褐色、（２，５，７，９，１１，１２）は黄禍色、ト３，４，６，１０，１３）は灰褐色、

（８，１４）は黒褐色を呈する。

繩文を有するものでは、（２，５，７，８，９，１２，１４）がＬＲ、（10,11）がＲＬの繩文を施文

している。

以上のものは、表採及び第６層中より確認されたものがほとんどである。

4１ 
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図版１３１号敷布住居趾
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繩文時代後期初頭の土器（第３O1Xll5～26，第31図27～31，第32図32～38、図版21下～23）

（16～26,31）は沈線による区ｆｌｉＩ文を有するもので、（16～2()、２５～26）はその区割文の中に

へう状工具の刺突による列点文がIiuされている。

（１５)は４本歯の櫛状工具による刺突がり血されたもので、これは111期後半の土器であるかも知れ

ない。

（21～24,31）は沈線のみで文様が表現されるものである。

（31)は、これらの'二'１で唯一器形のわかるものであるが、’二|縁部と底部を欠枇している。多分、

|｣縁部直1了で小さくくびれを持つ小形の深鉢形ﾆﾋ器であろう。

これらはいずれも繩文時代後期初頭の称名寺式土器に比定されるものである。なお、これらは

前述したように、１号敷万住居im1で硴認されたものが多い。

（27～32）は把手である。

（32～34,38）は、堀之内１式二上器であろう。

（37）は、'二1唇部における突起とそれにつづいて乗下する指頭による圧痕が)M1された太い隆起が

特徴的である。胴部には太い－．段Ｌの繩文がlimされている。東北地方に分布圏をもつ二ｔ器であろ

うか。

（35,36）は細線文を有するもので､(35）は一段Ｌの繩文が施されている。これらの後期中葉の

〃||智利Ｂ式土器の洲製こし器であろう。

これらの土器については､(35,36）は砂粒を多く含み焼成も悪いほかは、すべて胎土もよく精

製ざれ内外1m共によく磨かれている。

色調は('6,18,19,20,23,28,30）が黒褐色、他は灰禍色を呈する。

繩文後期後半の土器（32図39～50、図版24）

ここでは安行１式、あるいは２式のものを一括した。

（39～44,46～50）は帯繩文をｲLj､するもので、それぞれ粘土焔のl1I1il)付けによる突起を有してい

る。（39,41～43,47）は平縁の深鉢形二上器、（４４，４５，４６，５０）は波状口縁を有する深鉢形土

器である。（40）は浅鉢、あるいは注口土器であろう。

（45,48,49）は地文として繩文を有せず|ﾘ|｛i(ｉｉに時代決定はし難い。

胎土としては（３９，４４，４８，４９）には砂粒を含む。

色調は（46）のみ亦禍色、他はすべて黒禍色を呈する。

繩文は（４３，４９，５０）がＲＬ、他はすべてＬＲである。

繩文時代後期後半から晩期初頭の土器（鉛33図51～87、図版25,26、上）

ここに特徴的な文様は沈線による直線、あるいは''１１級による幾何学様の文様と膳')消し繩文、
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第31図第２地区出土の土器（２）

それに粘土瘤の貼り付けによる突起である。これらは安行３ａ式から３ｂ式土器に比定されるもの

である。

（８１，８３，８６，８７）は同一個体の土器であるが、繩文を有せず沈線と粘土瘤の貼り付けのみで文

様が構成されている。これらは東北地方後期後半のものに比定きれようか。

（51)は口縁部にＬＲの繩文、その下に需文あるいはコの字重ね風の文様を有するものであり、

東海地方から中部地方にかけて分布する一群の土器に対比されるものであろうか。

以上の土器はいずれも、胎土は精製され、器而も表裏共によく磨かれている。
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色調は（５２，５３，５４，５５，５６，５７、６０，６４，６６，６８，７１，７７，７９）が灰褐色から赤禍色、他は

すべて黒褐色を呈する。

繩文は、（５６，５７，６２）のみＲＬ、他はすべてＬＲの繩文をもつ。

出土屑位は第４層から鋪５層にかけてである。

繩文時代晩期の土器（第34図88～139、図版27～28上）

ここには、安行3ｂ式、あるいは姥山Ⅱ式、干網式、その他東北地方の大iliilB-C～Ｃ２式土器を

含むものを一括した。

（94～98,100,103）は、'二1唇部に２頭を有する突起をもつ波状口縁を有する土器であり、（103）

のみ一段Ｒの繩文、他はすべてＬＲの繩文が施文されている。これらは姥lllll式土器とされたも

のである。

（99)は、文様的には似ているが上記のものと異なり、繩文のかわりにハケ状工具による条痕文

が区割の１１に充填されている。

又、ここにはへう状工具によるjljll突文、あるいは列点文を有する土器が顕著である。

（８８，８９，９１，１０１，１０２，１０４、109）これらは大型のへラ状工具による、規lllj性をもった斜方

|ｲﾘからの刺突が行なわれたもの（８８，９１，１０１）と小さな不規l1llな､真｣二からの刺突による列点を

有したもの（１０２，１０４，１０５，１０９）とに分けられる。特に後者には、三又状文も顕著に認められ

る。

（８９)はＬＲの繩文と刺突文が１Ｍ]されているものである。

（113,116～121,123～130,134,135）は大iInlB-C式、あるいは、Ｃ２式に比定される土器で

あろう。

（131～133,136～139）は、所訓工字文を有する一群の土器であＩ)、当地方における晩期後半の

干網式土器に比走されるものである。

（133）は赤色塗彩が施されている。

（90～93,111,114,115,122）は粗製ﾆﾋ器の一群である。いずれも口縁部が折Ｉ)返し様の口

縁をもつものである。

（１１１，１１５，１２２）は撚糸文を器而全休に施したもので、大illC2式から以後に出現してくるもの

ときれている。

（９０，９２，９３，１０７，１１２，１１４）には胎土に砂粒が含まれている。

色調は､(８８，９１，９７，９９，１０１，１０２、108,111,115,117,123，124,126,127）が赤禍色あ

るいは灰褐色、他はすべて黒褐色である。
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第２地点出土の石器及び特殊遺物（図版28下～34）

第２地点からは繩文時代後期後半から晩期初頭にかけて特徴的な特殊な土製器や石製品が出土

している。

（図版28下）はミニチュア土器及び、粘二'二塊をそのまま焼き」二げたようなもの、あるいは土製円

盤等を示した。

ミニチュア土器は、’二|縁部から垂下する降線を有するもので、I11iil部に穴があけられているとこ

ろから注口土器であろう。色調は黄褐色を呈する。

（図版29上)は、注口土器の注口部分である。左端のものは赤色途彩が施されている。

（図版30～31）は、耳飾を一括した。耳飾にもさまざまな形があり断面形が、ロロロリニｌ

の４つに分けられる。又、彫刻が施されたもの、あるいは耳飾'１１央にブリッジを有したものなど

も見られる。

（図版32上)は、第２地点出土の石餓である。まだ水洗がすべて終了していないので、さらに石

鰔の数は期すだろう。石嫉にも大型でつくりの雑なもの、小型で精巧なものの２者に区分できる。

（同区132下）は、節２地点と第３地点との石嫉の量を比較したものである。土器の量は２地点と

もさほど出土量としてはかわりがないが、石#族の尚|:には|ﾘlらかに違いを生じている。

（図版33)は、石斧を一括した。大型の鍬形石斧などもみられる。この遺跡全体としては石斧の

出土量は少なく、ここに褐減したものがほぼすべてである。

（図版34)は、特殊な石器を一括した。左端の２点はいずれも周縁が磨かれ、断面形が凸レンズ

状をなしている。中央のものは真'１１に断面がＵ字状の灘を有するもので石棒の頭部の破片であろ

う。左端の２点は石錘である。

この他、第２地点からは、当地方では産出しない変成岩を用いた石棒などの出土も見ている。

（図版29下）は、砂岩系の石を用いた岩版である。表iriiにのみ渦巻状の文様が彫刻されている。

安行３ａあるいは安行３ｂに伴なうものであろう。１号石組状遺構の周辺から出土している。

5１ 



３）第３地点出土の遺物（第35～39図、図版35～44）

第３地点は第２地点の北ﾉJ約5()０ｍのところにある。赤城lllPlJ範における地形の変化するとこ

ろに位社している。ちょうど、この他ﾉﾉﾊﾞから地形のlwi斜が急に変るのである。そのため、この遺

跡の存在する北Illllと南側とでは２～３，１の段兼を/|化ている。赤城'11南赫ではこの地形の変化点

にはしばしばiili跡が発兄されている。それは、この地形の変化１A(には必ずと言っていいほど湧水

を伴うからかもしれない。

この第３地点もその|ｸﾘにⅢ11れず、１ﾘＭ<をもっている。遺跡は、初水のijl:ill1Il半僅50ｍ程の範ｌＩｌの

'|'でのみ発見されている。発見されたjili物の鼓は発掘した全ilI'i枝に比べて膨大なものである。し

かしそのほとんどが|<''製の二l:器であり、文様をもったものは全休の２１lillにも充たない。，111上こし器

は繩文時代後期初頭からｌｌｊｔ期１１'葉にかけてのＭ)である。

この第３地ﾉAi:は遺物の品は膨大であるが、屑位｢|<ﾉにはまったく恵まれず、３(〕cnl程のiili物の包含

屑の下はすぐ厚い砂礫屑になってしまい、遺物の,'1}二l:状態も二lx器が折')取ってｌＩｊ土したような状

態であった。

又、道IiMiについても、まったく検１１)できなかった。

鱗
図版1４第３地点
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第37図弟３地点{''二ｆの二ｔ器（３）

それでは以下、第３地点出土の遺物について見ていこう。

（第35図、図版３５．３６上）

繩文時代後期初頭の堀之内式土器、あるいは後期''１葉の力Ⅱ'１４１１利Ｂ式二'1器、安行１式二'1器をまと

めたものである。ただ（22,27～30）についてはni1I式不lﾘlである。

（２０，２２，２３，２７）の胎土には砂粒を多く含んでいる。他は内外iiiともに磨かれている。（２，

３，１２のみ黒褐色、他は赤褐色及び灰禍(Ｌを呈する。
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（第36図、lXl版３９．４０）

後期後半からｌｌｊｕ』UllりＭのものである。

宏行２式土器から安行３ａ式土器にかけてのものと思われる。

（31～45）はＷ((し尾状突起と'||Ⅷ文、それに粘｣ﾕﾘ１Ｗ)lIil)付けによるブタ鼻状の突起をつけた

ものである。こオしらは人きな波状１J縁をもったＷﾐ鉢11診士器であろう。

（46～48）は、沈線によって１１皮状の1111線がｌｌＩＩ１ｉかれたものであ|)、その'１１に粘土瘤のl1lli付文が付

けられている。
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（49～57）は、沈

線と太目のへラ状工

具による連続刺突文

によって文様が織成

されている。これら

の文様は、東北地方

に分布する後期後半

の土器の文様と共通

するものである。

以上の土器にはほ

とんど砂粒を含んで

いるが、上半部のも

ので(31)のみ器面が

荒れている。他は、

内外面共によく暦か

~Ｚｒﾌノ[二三Ｉ ヒニコニニコ~一一~Ｔ－－~）

Ziiilili鍋
）６ 

,=二弐１ -」ノ
HHD趣

DＣ 

DII 

－-

第39図第３地点出土の土鼎；（５）

れている。

下半部の一群の土器はあまり丁寧に調整がなされず、内外面共に砂粒がうきでている。

色調は（32,34,38,39､40,44,49,50,51,55）が、黒褐色、他は灰褐色及び赤褐色を呈する。

（第37図80～87、図版36下～38）

これらの土器については所属時期が不明のものである。いずれも粗製土器である。

これらの土器に特徴的なものは、隆帯上に刻み目をもったものと、刻み目を有する粘土瘤の鮎

付け文である。これらの文様からすると、一応安行2式から安行３ａ式に伴う粗製土器であろうか。

（88～91）は、矢羽状の沈線をもつ安行３ａ式に伴う粗製土器である。

色調は（72）の黒褐色、他は灰褐色を呈する。

いずれも胎土には砂粒を含んでおり調整の状態も悪い。

（第38図93～104、図版41）

これらは繩文時代晩期初頭、安行3ａ式、あるいは安行3ｂ式土器に対比されるものである。

(97,99）は、浅鉢である。

（97）は、地文として細かい一段Ｌの繩文を施し、その上にⅢ)の深い沈線による暦,)消し入

繩文を配したもので安行3ｂ式土器に対比されよう。

（１０３)は、胴部にＬＲの繩文を有し、口唇部には３頭に分かれた突起を有するものである。文

様は三又文と渦巻文によって織成されている。安行3ｂ式土器に比定されるものであろう。
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（101,102,104）は、折り返し状口縁を有するもので'二1縁部及びｌｌｌｉｌ部に撚糸文を施したもので

ある。

（１０１）は、細かい波状の口縁を有するもので、口縁部にのみＬＲの撚糸文が施されている。

（１０２）は、平縁のもので、やはりＬＲの撚糸文が口縁部にのみ施されている。

（104）は、胴部破片であるがＬＲの撚糸文が一面に施されている。

これらの一群の土器は、この第３地点出二'二の遺物群から考えて、晩期前半の安行3ｂ式土器に伴

うものであろうか。

（73～74、９６，９８，１０１，１０２，１０４）は、粗製土器であり、砂粒を多く含んでいる。他は、内外

m共によく磨かれている。

（第39図、図版42）

節３地点出土の土器の底部と小型土器を示したものである。土器の底部には網代痕をもったも

のがある。

（105)は、２本越え、２本潜り、１本送りの網代。

（106,107)も、同様のものである。ただ（106)は、網代の端が圧されたものである。

（１０８）は、２種類の網代が圧されたものである。

（１１０）は、２本越え、1本潜り、１本送')のものである。

（112）は、鋪３地点唯一の完形土器である。口径８．３cm、器高８cmをi1Illる。やや口縁の内湾す

る小型の深鉢形土器である。

文様は沈線による、－単位のみの文様が施されている。

胎士には砂粒を含み、色調は灰褐色である。

第３地点出土の特殊±製品（図版43,44）

（図版43左）は、土版状のものであり、完形品である。縦方向に４対の突起と２孔を有し、横

方向には２対の突起を配している。裏面には文様はつけられていない。あるいは土偶の簡素化し

たものであろうか。

（同上中央）は土偶の脚の部分であると思われるものである。

Ａ３全休を通して、これが唯一の土偶であろう。不思議なことに、今回発掘出土遺物の中には

全くといっていいほど土偶をみつけることができなかった。

（同上左）は土製円盤である。上のものは赤色塗彩がなされている。

（図版44）は耳飾を一括した。安行３ｂ式土器に伴なうものであろう。

４）まとめ

安通、洞遺跡からは繩文時代中期後半から晩期後半にかけての多くの遺物を出土した。これら
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の遺物_特に晩期前半から後半にかけてのまとまった一群の土器一の碓認は、当地方においては

勢多郡誌などに散見する断片的な資料を除いては初めてのことであＩ)、遺跡の立地をみても、近

|灘の同時代遺跡と比べてかなり相違したところに存在している。これらを当遺跡の発見による第

１の成果として上げておこう。

又、出土遺物についてみるなら、まず、後期中葉の力Ⅱ曽利Ｂ式土器が量的に少ないことがあげ

られる。これは本遺跡から南方約１１(mの宮城村馬場の矢次遺跡において力Ⅱ曽利Ｂ式土器が多く確

認されていることと何か関係があるのかもしれない。

ざらに、安通、洞遺跡では３地点で発掘調査も行ったが、それぞれに出土遺物に時期的な相違

がみとめられるということである。

第１地点では晩期後葉の土器の存在が目立つ。第２地点では['１期後葉から後期初頭称名寺式土

器までは多く確認され、文化屑を把握されているが、堀之内Ⅱ式以後、力Ⅱ曽利Ｂ式の土器はまれ

であり、この時期空白の時期がある。そして晩期前半から後半にかけては遺物の量が増大するこ

とから、ここにこの地点における一つの文化的ピークがあったらしいことがうかがえる。

第３地点では、中期の土器は全く見あたらず、後期も堀之内Ⅱ式から大量に土器の出土を見て

いる。しかし力Ⅱ曽利Ｂ期には第２地,１A(同様その遺物等は少なくなってくる。そして後期後半から

晩期中葉にかけて、第３地点における一つの文化的ピークをむかえるのである。

つまり、出土遺物について見れば、’１１期後半から後期初頭称名寺期頃は、第２地点付近にこの

遺跡のに'１心があ|)、これが、堀之内II式期には雛３地点に移り、加曽利Ｂ期になると、この遺跡

全体が一時衰退するのである。

そして後期後半から晩期中葉にかけては再びこの遺跡がにぎやかになり、第１～第３地点まで

まんべんなく遺物が確認されるところから、この遺跡全体の発展期がこの時期にあったものと思

われる。これ以後晩期後半にかけては、第１、第２地点に中心が再び移るが、その発見される遺

物量は少なくなってしまうのである。

すなわち、第２地点から第３地点へ、そしてこの遺跡全体に、さらに、再び第２地点へという

人間の移動が推定されてくるのである。

まだ整理が十分でない状態での仮説であるが、上記のことについて第２の成果として上げてお

きたい。

第３の成果としては、水田下約１ｍでこの遺跡が発見されたことにより、水|Ｈにも我々の目を

向けさせたということである。

第４点として、本遺跡には明確に自然災害のあとを把握したことである。

繩文時代中期末から後期初頭に移るそのあいだに大水害がこの遺跡をおそったことがうかがえ

る。粕Ⅱ|における水害史の歴史がさらに一時代さかのぼったのである。
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以上をもって安通、洞遺跡のまとめとしたい。この遺跡からの出二ｔ遺物は膨大なものであり、

遺物の検討などは十分なものではない。これから以後、整理が進行するに従って、さらに多くの

ことを我々に|ﾘ]らかにしてくれると思う。

蕊雷
;雲iii'1111{i篝iiiii

粕)''８号墳発堀風景
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Ⅳ昭和54年度における埋蔵文化財発掘調査の総括

本報告の昭和54年度は年度途１１１からの緊急発掘訓杏であった。そのため、我々教育委員会l{||は

常に後手後手にまわ})、二ｔ地改良IlllIにふ')まわされる形となった。

しかし今まで見てきたように、本年度の発掘計腋では、粕Ⅱ|地区における初めてのＳ字状口縁

を有する一群の土器の確認、繩文時代晩期のまとまった資料のｲiW;認など、大きな成果をおさめる

とともに、これから以後の本地域における１１１１蔵文化財の発掘調在に対しての－つの指針を確実に

我々に与えてくれた。

しかし、反而、純農業地帯の１１:'で、村の総力を_上げて取りかかっている土地改良事業、農業の

体質改善という大義名分のもとに行なわれるこの事業の前に文化財保謹ということの無力さを実

感した－年であった。

我々は、この昭和54年度における群い経験を－つの蹄み台として、今後５年以上続くと見られ

る土地改良事業に対処していかなければならないと考えている。

赤城南麓における遺跡の宝庫である当地方の遺跡をみすみすこのまま死滅させるわけにはいか

ない。

現在連日続く発掘調査の中で、なかなか資料軽I1llも巡行せず、資料に対する観察も不十分であ

るが、まずは[１１間報告としてこの概報を出せることは、非常に喜こばしいことである。この概報

を作製するにあたり協力していただいたすべての方々に心よ')感謝したい。
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第２表備考（上から８行目）

稲川村指定史跡

第３表備考（上から13行目）

昭和年度調査

追記

第24図

第31図第２地区出土の土器(2)

第32図第２地区出土の土器(3)

粕111村指定史跡

昭和50年度

第13図１.全体(左）２.土器(中）

3.石器及び礫(右)(○印＝石器

第25図

●印＝礫）

第２地点出土の土器(2)

第２地点出土の土器(3)


